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紀
中
f

東
は
フv

ン
ラ
•ン
ド
か
ら
，見

ダ

？
 

y
ラ
ン
ド
に
.f

廣
大
な
領
土
を
擁
し
て
ゐ
た
靈
も
、
外
國
商
人
f

 

獨
'禅
ハ
ン
.ザ
商
人
'の
侵
入
.

S
つ
て
衰
退
す
る
S

つ
た
，0

ハ
ン

f

t

l

sこ
：

の
獨
逸
ハ
ン
ザ
‘の
S

支
配
が
、.
簾

經

濟

S

礎
た
名
農
業
に
影
f

及
ぼ
し
、
ね
れ
を
謂
I

慢
性
的
危
機
の
.

I

I
ひ
込
ん
だ 

か
ら
で
f

。
こ
れ
が
管
見
で
は
、
懸
ハ
ン
ザ
.質
f

中
世
諾
威
經
濟
の
憲
と
の
關
聯
に
つ
い
て
の
.一
般
的
I

I

つ
て
§

。
‘ 

例
へ
n

プ

• 

b

ル 

>
,
1
'
ト
“

ョ
•ン
セ
ン
敎
授
の「

諸
威
經
濟
.史」

一(
I

九1

二
九
屯
刊〕

は
、
敎
授
が
多
年
渉
獵
さ
れ
た
原
資
料
に
基• 

づ
い
た
吾
語
威
經
濟
史
家
の
手
妄
■

猶
經
濟
史'Q

總
括
的
大
著
と
；し
•て
意
？

有
す
る
も

の

でI

が

、
右
の
問
題
に
？

る
敎
；
 

授

の

露

は
-

1

般
的
E
解
^
興
な
ら
ず
、
寧
ろ
と
れ
を
强
化
す
^
も
め
と
な
つ
.'て
ゐ
^
0,

し 

■

然
し
な
が
ら
右
.の7 
S

見
解
は
必
ら
ず
し
も
疑
響
無
I

し
得
5

や
I

思
は
S

。
本
稿
に
ダ
い
て
は
ぞ
.の
'若

干

が

、い
て
' 

-
述
へ
て
見
た
い
,
先
つ
2

は

黯

.ハ
ン
ザ
商
人
の
諸
威
雷
が
諸
威
の
對
身
貿
愛
ヽ
與
ぇ
た
影
一
般
的
見
解
に
ょ
れ
.盖

影

階
級
を
抑
麗
し
た
1

8

く

管

と

い

ふ

が

、
ぞ

て

.さ
ぅ
い
'

S
れ
|

|

か
0

,

|ヤ
|

。：
'
广'

V

S人
が
諸 

,

,

獨
逸
'ハ.ン
'ザ
S

.と

置

經

濟

の

衰

退

_ 

'

‘ 

、 

\
-

(

.5

三

〕

Bequesi
Life 'insurance

l ) r

KEIO
、

慶應義惑復興莊金への御寄附は、年々わ 

ずかな金額で多額の寄附のできる雜社の 

寄附保險を御利用下さい

東京都中央區日本橋室町2の1



;
,

.
1

一1»1
摩
免
雜I

I

笫
四
十
五
卷
.，第

三

躲

,

■

•

、

' 

' 

•

,-
'

'

へ2
じ
ニ 

：(

一
四
四〕

- 

威
に
進
出
し
て
そ
の
地
步
I

め
た
の
.
’'
は
、
‘火
約
第
十
三
世
紀
末
乃
至
第
十
四
世
紀
輩
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
そ
の
S

諮
威
商
人
乃
至 

海
運
業
答
は
ど
の
程
度
に
沾
動
し
て
ゐ
だ
の
で
あ
つ
た
か
。
こ
れ
に
つ
.い
て
‘は
:3
ン
ゼ
ン
教
授
自
身
、、
同
じ
く
望
經
濟
臾
家
ア
ル
タ
.サ 

'

ン
/ -
丨
.
'ブ
‘ッ；ヶ
氏
の
.所
說
を
繼
承
し
て
、
' 諸
威
の
飞
海
運
及
び
貿
易
の
衰
I
は
.旣
>

第
十
三
世
紀
#

I"

に
.朋
ら
か
に
認
め
ら
れ
る」

と 

• c

つ
‘て
ゐ
名
と
、こ
ろ
を
願
り
み
て
、
そ
の
間
L
納
得
し
難
い
も
の
の
帝
す
名
こ
と
を
覺
ぇ
名
。
广

ン
ザ
商
人
の
蕾
貧
に
旣
に
氣
退
し
で 

ゐ
た
も
の
な
ら
ば
、
前
記
の
-如

く「

ハ
ン
ザ
商
人
办
發
展
し
つ
つ
あ
つ
た
諸
威
め
市
思
的
商
人
.
船
キ
階
級
を
抑
壓
し
た」

上
は
、
決
し 

て
い
ひ
得
な
ハ
。
後
巷
は
、
ふ1

科

に
對

す

鑫
#
者
.允
る
資
格
を
缺
い
た
存
在
に
過
ぎ
な
、か
つ
'た
と
い
は
■ね
ば
な
ら
な
い
。
從
つ
■て
ヽ
ノ

ン

.

ザ
尚
人
が
諾
威
rl
l
場
に
出
現
す
る
ま
で
の
間
、
諾
廣
商
人
が
ど
の
や
ぅ
な
地
歩
を
擁
し
て
'か
た
か
9
檢
討
を
手
懸
り
と
し
セ
、
こ
の
第
一 

の
'冏
題
の
是
#
:を
決
觉
す
る
緖
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

.

.

..<> 

' 

• 

^

 

-

(

勤

.

，

.一
 

_

1

榻

慮

鲁

泰

^

る
か
叉
は
大
麥
か
ら
燕
麥
栽
培
に
轉
換
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
o
.广

ン
ザ
の
瀆
悬
，支
.配
に
ょ
つ
て
惹
き
起
さ
.れ
杧
農
業
危
機
は
、
そ
の
後
-

:

_

l

_

l l
_

: l
i

I:
;

: i
l

_

f :
_

_

l

■

嘗

^

^

^

お
げ
る
農
業
危
機
は
第
十
四
世
紀
—

め
黑
死
病
に
ょ
つ
て
發
生
し
た
。
こ
の
疫
肩
蔓
延
に
ょ
.る
人
口
激
減
が
，歐
羅
巴
諸
國
の
社
會
經
濟
' >

^
文
に
お
い
て
こ
れ
を
再
確
認
さ
れ
て
ゐ
，る
~
然
る
に
ョ
ン
ぜ
ン
敎
授
は
、
か
か
る
定
說
と
異
な
り
、

ハ
ン
ザ
貿
易
を
以
て
鋒
威
農
業
危 

機
の
根
源
と
す
■る
0
タ
論
ョ
ン
ゼ
ン
敎
授
の
馨
と
リ
ュ 

>
ゲ
敎
授
の
論
.文
と
は
刊
行
の
時
"
を
爽
に
す
る
か
ら
、
3
ン
ゼ
ン
敎
授
が
後
. 

者
の
喻
0*
を
知
る
帶
も
な
，い
が
"

こ
こ
で
問
題
と
す
る
の
.は
、'
果
，し
て
獨
逸
ハ
V

ザ
の
質
易
が
諾
威
農
業
の
衰
退
を
惹
起
し
た
の
か
ど
う
、
.'

か
の
點
で
必
る
。
ョ
ン
ゼ
ン
敎
授6

.

い
ふ
や
う
に
、
諸
威
農
業
の
衰
退
は
黑
死
病
.以
前
に
は
じ
ま
る
諾
威
特
有
の
現
象
セ
ぁ
つ
た
の
か
。

'
 

モ
し
て
そ
れ
は
獨
逸
ハ
ン
ザ
質
品
に
蕺
づ
い
て
佐
じ
た
の
か
。
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■

ず
べ
：.令
货

な
ふ
.に
足
る
穀
產
を
缺
く
土
地
で
|
吝
。
そ
の
諸
威
農
業
に
杏
い
て
、
、作
付
面
積
の
縮
少
、
農
地
の
潰
廢
化
は
、
確
加
に
農
f

機
で
ぁ 

‘る
。
然
し
大
麥
栽
培
か
ち
燕
麥
栽
培
乃
至
飼
料
作
物
栽
培
に
轉
換
し
た
こ
と
も
亦
、
農
業
危
機
と
做
し
得
る
か
ど
う
か
。
.大
麥
や
ラ
ィ
麥
，
 

の
也
產
が
行
な
は
れ
な
く
な
つ
た
か
ら
と
て
、
直
ち
'に
農
業
危
機
の
發
生
と
は
い
ひ
1|
い
。
の
み
な
ら
ず
ョ
ン
ゼ
ン
敎
授
も
、
穀
物
栽
培
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は
衰
返
し
た
が
、
.そ
れ
に
代
つ
て
畜
産
は
改
良
さ
れ
漁
樹
は
從
前
に
ま
し
て
諾
威
經
濟
に
大
き
な
役
割
を
占
め
名
や
う
に
な
つ
た
こ
士
を

'

s

’

，
 

,

. 

' 

パ

.

指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
に
、

ー
般
的
見
解
に
お
け
る
諾
威
農
業
危
機
と
は
狹
義
の
農
業
の
衰
退
を
指
す
も
の
と
理
解
せ
ね
ば
な
ら
な

第
ニ
&
問
題
と
し
て
採
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
ふ
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e
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s
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^
^
.拙
徜
ゝ
餓
威
に
於
け
る
獨
逸
ハ
シ
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の
商
業
^
史
^

^
第
十
士
卷
笫
ニ
號
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八
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贸
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' 

V獨
逸
ハ
ン
，ザ
商
人
が
諾
威
^
進
出
し
化
第
十
三
.世
|3
-
以
'前
、
諸
威
ね
對
外
食
易
は
如
何
な
‘る
，規
模
で
幾
|

れ
て
ゐ
た
か
。

-

先
づ
柬
方
で
は
バ
ル
ト
海
地
方
に
つ
い
.て
。
，第
十
世
紀
末
か
ら
第
十
一
世
紀
前
半
:^
諸
威
！

王
と
し
て
東
部
諸
威
地
‘方——

と
露
西

' 

- 

' 

.

瓸
谶
中
>
ヴ
ゴ
ロ
ド
.と
の
，間
に
、
か
な
卞
の
程
度
髪
易
關
係
が
存
し
仁
:°
然
し
こ
れ
ば
此
較
的
短
期
間
で
.熄
み
、
第
士
一
世
紀
に
は
諾

威
商
人
は
當
時
バ
ル
ト
海
貿2JI.

の
，中
心
點
セ
あ
つ
た
ゴ
I
ト
ラ
ン
ド
に
赴
む
い
た
が
、
こ
0
貿
易
‘も

、
同
狀
紀
.後
半
に
は
ゴ
ー
ト
ラ
ン
ド 

, 

- 

■ 

-(

1

〕 

人
が
麻
ら
營
な
む
と
と
ろ
と
な
つ
，た
。
.彼
^
は
一
三
0

0
年
頃
に
は
ベ
ル
ゲ
.ン
に
商
館
を
設
け
て
ゐ
名
程
で
あ
名
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
地
方

寒
は
.

^

^
、.：_

_」

ー«

紀
: ^
_

_

0

^

:

.諾
»

國
蓮
办
ー
_

洗
卷
と
#

1

&

洗
^

_

民
間
|
^
。
 

は
嚴
禁
.さ
‘
.れ
た
。
勿
1

毛
皮
仕
入
に
<)
:
-名
利
益
獾
得
釔
め
ざ
し
节
樂
令
を
潜
づ
た
，私
貿
总
- «

續
け
ら
れ
た(

が
、
然
し
次
第
紀
國
王
の
授
權 

者
.の
私
營
.す
各
と
こ
ろ
-と
.な
つ
て
行
つ
た
0 

■ 

- 

i 

' 

'

次
^

西
方
の
北
海
地
域
ゾ
西
獨
逸
あ
の
貲
备
は
第
屮
コ
^

紀
前
に
^

に
重
要
‘で
は
為
べ
な
づ
‘卞
ゐ
る
。
.ま
‘た
フ
>

ン
ド
ル
と
^
質
易
，が
.

.盛
-^
な
つ
た
，の
は
第
十
西
世
_

B
初
葉
以
降
で
あ
つ
セ
J

そ
れ
も
主
と
し
、て
獨
逸
商
人
の
營
な
む
と
こ、

ろ
で
あ

ク
た
。'

英
蘭
と
の
貿
易
は
諸

威
に
と
つ
て
古
く
丑
つ
最
も
逋
要
で
あ
，り〈

第
十
三
世
紀
中
架
を
最
盛
期
士
す
名
。
然
し
と
の
質
易
に
お
い
て
、
獨
逸
商
人
.の
競
爭
は
S
 

、

(

4

〕

 

. 

' 

- 

.

も
激
し
か
.つ
た
。
ブ
ッ
ゲ
氏
の
引
例
す
る
と
こ
ろ
に
ょ
れ
ば
、

一
〇
五
三
年
多
數
.の
獨
逸
人
<
8
1
1
<
1
^
:
1
6

ロ
5

は
嵩
^
を
積
ん
で
英
蘭
か

(ICO 

. 

、 

, 

•

」

* 

” 

：

ら
諸
威
に
航
海
し
た
。
卽
ち
彼
等
は
常
時
旣
に
英
諸
贿
の
貿
易
に
參
加
し
で
ゐ
た
.の
，で
あ
4
 

..
ま
^

1

ニ
ニ
四
年
六
月
リ
お
い
'で
ハ
. 

麥
粉
及
び
麥
芽
を
積
載
1
た
十
隻
の
獨
逸
商
人
ー(

獨
逸
皇
帝
及
び
ザ
.ク
セ
ン
侯
の
商
人
：}
の
船
が
、
英
國
王
の
命
に
ょ
つ
て
釋
放
さ
^
出
帆
し
. 

た
と
い
ふ
記
錄
も
お
る
。
リ
ン
は
諾
威
貿
易
に
お
い
て
主
要
な
貌
物
蘋
出
潘
で
あ
つ
た
。

ハ
.ン
ザ
文
書
集
忆
收
錄
さ
れ
た
と
こ
，，ろ
に
よ
れ

は 

一
二
頭
九
部
同
じ
く
リ
ン̂

お
い
て
、
英
國
庄
へ
>
リ
丄
ニ
-1
0

:

は
穀
物
輸
出
黎
此
令
に
も
拘
は
ら
ず
、
穀
物
を
積
ん
だ
四
隻
の
獨
逸
ン 

商
人
の
■船
の
出
帆
を
許
可
し
て
ゐ
今
但
し
英
諸
貿
易
ぬ
關
與
し
た
外
闕
商
<

;

.

は
猢
逸
商
人
だ
け
で
.

は
.

な
か
っ
た
0

例

へ
ば

ニ

ニ

三

数 

英
-«

土
>±
、
-_
!
»
一

 

名
の
フ
ラ
ン
ド
ル
商
人
ガ
サ
ザ
ン
ブ
ト
ン
に
輸
人
し
て
押
收
さ
れ
た
魚
$:
•■、
..彼
等
に
返
還
す
る
^

と

を

命

じ

て

^

^

。

魚
 

の
稲
顧
は
不
詳
で
あ
名
が
、
當
時
諾
威
產
の
魚
の
輸
--
t

t

に
フ
ラ
ン
ド
ル
商
人
が
參
加
し
て
ゐ
た
こ
と
は
こ
の
文
書
に
ょ
つ
て
«

は
れ
る
。

.

|||威
本
土
の
«

方

-^

&
質
^

に
お
い
て
と
の
外̂

咖
^

へ̂

は
、
ア
ィ
ス
ラ
ン
-̂

及
び
グ
.1
/

1

ン
ラ
ン
ド
'と
の
質
品
で
あ
，る
。
前
替
.

^
 

' 

っ
い
て
は
餌
部
鍩
威(

ペ
ル
ゲ
ン
及
び
ト
ロ 

一
二
ム〕

の
商
人
が
優
越
的
地
位
を̂

め
た
が

、
第
十
三
世
紀
初
年
に
ア
ィ
ス
ラ
ン
ド
人
の
間
に
，：
 

と
れ
に
甚
づ
く
顧
1

铺
從
輝
を
嫌
ふ
氣
栩
が
現
は
れ
て
ゐ
名
0

,同
島
は
ー
一
一
六
四̂

諾
威
領
に
併
合
さ
れ
た
が
、
こ
‘

の
時
に
は
旣
に
、
C

の
，

. 

質

.#

は
.衰
退
し
て
々
た
。
ま
た
グ
リ
ー
ン
•ラ
ン
ド
は
ヽ
潔
十
二
世
紀
中
葉
に
ト
ロ 

u

 

H

ム
司
敎
區
管
內
に
編
入
さ
.

れ
.

て
•

以
来
、
本
土
と
©

 

贸
タ
が 
一*

盛
と
な
0

‘

た
0

然

し

|

 

ニ
六
一
年
こ
の
贺
易
肋
諾
威
國
玉
の
.獨
占
權
下
に
置
か
れ
た
，の
で
^
^
。

以
ト
：の
槪
觀
に
だ
っ
て
、
第
十
三
低
紀
に
、
.

官
營
貿
易
を
最
い
て
、
諾
威
の
湫
質
易
は
次
第
に
そ
の
範
圍
を
限
定
.

さ
れ
、
諾
威
商
人
に
 ヾ

ボ
っ
て
^

^

商
认
が
靖
叻
と
な
っ
て
；行
っ
た
こ
と
が
解
る
。
換
言
す
れ
ば
、
獨
逸
ハ
ン
ザ
谪
人
が
諾
威
に
あ
い
て
蜇
要
な
地
也
を
占
め
ぷ 

祟

ら
.;
^

ぅ
•

ち

—

、
硬
く
も
靈
爾
人
の
對
外
贸
易
は
停
滞
、
兜
に
は
衰
退
し
て
.
-

ゐ
允
の
で
あ
っ
食
。
從
.0

て
本
稿

Q

最
初

H

揭
げ
た
獨 

逸
ハ
ン
ザ
霞
人
の
進̂

と
|

|

|

滅
樹
外
質
易
廣
«

^

:0
0

相
關
|1

係
の
存
在
に
っ
い
ズ
の一

般
的
見
解
は
、
赏
り
て
ゐ
な
い
こ
と
に
な
る
o'

の
、
 

み
，受

篇

JI
C

の.
國

洁

裳

か
t

y

穀
'

物
輸
:x

は
人
总
加
と
典
に
平
年
.

に
‘

お
い
て
i

必
要
.

と
さ
れ
、
特
に
凶
年

h

お
V

て
は
不
可 

棘
の
も
.

の
‘

で
あ
ク
次
こ
と
言
を̂

;

^

 

s

が
、.
こ
必
愉
入——

大
量
#

^

―
；

が
*

し
て
諾
威
商
人
S

っ
て
行
*

は
れ
た
か
に
つ
い
て
、

.

^•%

念
な
し
と
し
な
M

。
そ
れ
4±

派
等
が
使
用
し
た
如
舶
の
權
造
か
咯
也
ず
る
凝
間
.

で
あ
名
。

\
 

\- 

• 

の

靈

は
1

ー
歡
芝
た
。.

一

っ
.

黑
上
し
て
東
奮
減
商
人
が
丁
抹
％
バ
ル
}

馨

營

.

の

交

：易

に

用

、ゐ

た

謂

ゆ

名

「

ベ

ル

ト

海

航

/

 

I

-

>

s

n

^

l

.

.一
.

.

■

~

五
.

.

c
m

s
,

,



.
 

'三
队
嗞
僉
雜
爭
第
四
十
芄
卷
ン
第
主
號• 

. 

- 

. : 

•

-•
:

•

、六

(

一
四*

o

 

rr
船

f
a
g
t
r
f
a
r
a
r
^
M
P
)
」

で
あ
っ
て
、
臉
首
樓
と
船
橋
樓
と
を
備
ぇ
れ
船
型
で
'あ
が
。
然
し
こ
の
使
.用
は
諾
敗
商
人
の
バ
ル
ト
、海
質
#
 

終
焉
と
舟
に
虹
ん
だ
。
他
の
諾
威
船
型
は
、
.船
，艙
o*
な
い
謂
ゆ
るL

a
n
w
s
c
h
s
:

で
あ
る
。
嘗
て
ヴ
ィ
ギ
ン
グ
が
そ
の
航
海
に
使
用
し
た 

も
の
と
同
じ
も
の
で
あ
•る
。
商
船
で
は
t
い
0.
本
來
戰
鬪
用
の
も
の
で
あ
る
。
，從
つ
て
こ
の(

.
L
a
n

s'd
li

印
が
前
*'
の
對
外
質
易
に
使
用
. 

、さ
れ
，て
ゐ
た
^
い
ふ
場
へ
气
’
.積
載
す
る
« ,
易
、品
'は
奢
侈
ロ
叫
乃
至
こ
れ
'.に
_
す
る
^-
の
-

判̂
斷
せ
ざ
る
.を
得
な
い
，。
穀
物
の
如
，き
嵩
荷
の
，運 

送
は
不
可
能
に
近
い
。
そ
れ
故
第
±'
1ー
世
紀
紙
半
に
獨
邂
.商
人
が
便
用
し
は
じ
め
た
貨
物
艄
パ
謂
ゅ
々
コ
ゾ
ゲ
船
观)

に
は
競
爭
し
得
べ
ぐ 

も
な
く
、
，
こ
こ
に
謙
威
商
人
は
敗
退
じ
た
と
も
い
ベ
.や
う
が
、
然
し
そ
れ
忒
り
^
、
諸
威
商
人
は
對
英
貿
易
の
や
う
な
穀
物
輸
人
は
自
_
 

#

を
‘以
て
營
な
む
こ
と
な
ぐ
、
こ
れ
'を
外
國
商
人
.に
委
权
る
か
又
は
外
國
商
船
を
傭
船
し
T-
C
'
-行
な
つ
た
。
■そ

れ

、
が
第
、
十

三

佌

紅

、
.
第

十

四
 

■世
紀
に
至
っ
.で
も
彼
等
が
J
^
<̂y
q
g
&si
を
引
鑕
き
使
用
し
?
ゐ
た
乙
と
を
說
明
ず
る
_と
考
ぇ
ら
れ
る
、。
.

.

、

,

L
a
n
g
s
c
h
s

の
繼
騎
用
は
、
1

商
入
が
こ
の
敝
型
を
^-
て
不
1
を
篇
じ
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
、
そ
れ
は
ョ
ン
，ゼ
ン
教
授
の
い
ふ 

や

う

に

、

「
十：！！

§,威
人
の
如
き
海
國
民
且
っ
造
船
#

が
造
船
術
の
進
步
fc
努
め
な
か
っ
た
こ
と
は
謎
で
あ
る」

の
■で
は
な
い
。L

a
n
g
s
c
h
i

.̂ 

は
諸
威
の
海
防
用
の
，も
の
で
あ
っ
た
。
同
■國
の
沿
岸
地
帶
は
？
ー
七
九
の
地
诞
に
腐
分
さ
，れ
、
各
地
區
の
土
地
所
有
#
は
乘
員
と
艤
裝
し
ぢ 

1

隻

の

'r
n
g
s
c
h
Bi
.
を
年
々
三
ヶ
月
間
海
防
に
提
供
す
名
義
務
を
負
っ
て
ゐ 

1

 

た。
こ
の
服
^
を
終
っ
て
.歸
還
し
'た
：！̂
运
£

&
吨
、
が
、 

商
船
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
’
あ
る
。
魚
類
の
運
送
に
は
、
こ
の
船
型
で
十
分
足
力
た
Q
諾
威
沿
痒
の
狹
い
峽
ハ
介
を
縫
•っ
て
荷
揚
場
に 

達
す
る
に
は
、
’ n

ッ
ゲ
船
の
や
う
な
舷
側
の
^

い
そ
し
て
^'
幅
の
龍
い
船
型
ょ
り
も
.、liah

oq-schi

碑
•
の
方
が
遙
か
に
蓮
用
it
便
で
あ
っ
、

' ,
• 

: 

. 

- 

. 

•. 

.

.

.

. 

-- 

-• 

- 

• 

て
、.
.
.
.
'
;
.
.
-
.
.
•
i- 

• 

• 

. 

. 

.

た。
それ故に餓威ではが長く使用

^
れ
た
の
で
あ
り
、
.ま
た
と
'
;の
.ヒ
-
.と
，か
ら
^
て
中
肌
謙
威
の
質
易
航
海
>:
.は
，、
.
奢
. 

侈
品
を
對
象
と
し
た
外
洋
貿
易
.か
或
は
自
國
の
沿
岸
貿
易
を
キ
；.と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
‘
と
が
解
る
。
. 

,

‘

,
そ
れ
故
諾
威
に
外
國
商
人
が
進
出
し
て
も
'、
諾
威
蔽
人
は
直
接
被
害
5:
'
蒙
.む
各
こ
と
路
ん
’ど
な
か
っ
：た
。■

雨
者
共
に
そ
の
餅
動
す
る
場

所
を
興
に
し
忘
ら
で
I

。
第
十
一
S

中
.籠

M

證

商

人

が

英

雾

f

關
與
し
.て
ゐ
象
例
は
上
述
し
た
が
、
第

士

.一
世
紀
後 

尋
へ
.
c

n

w
i:
_

_

_

於
策
^

•

土
は
、
外
喫
拙
人
特
に
小
麥
、
蜜
、
小
麥
粉
、
宅
織
物
を
搬
人
す
名
英
藺
货
人
を
賞
揚
‘

す
‘

る
と
典
に
、
大
•»

に
乘
じ
パ
ク
*

-

及

び

_

を

需 

め
て
來
航
す
る
が
交
易
品
と
し
て
は
葡
萄
酒
だ
け
し
か
舶
載
し
な
い
獨
逸
商
人
を
非
難
し
た
。
ま
た
諾
窳
に
產
せ
ず
し
か
も
缺
く
こ
と
を 

得
ぬ
も
の
-(

姐
麻
、
大
贜
、.
機
等〕

.を
輸
入
す
名
オ
~

ク

(

T

、
、ン
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
フ
r

ル

丄
-

ル
、
ア
ィ
ス
ラ
ン
、ド
の
人
々
も 

歡
纽
す
る
と
い
つ
て
H

右
の
英
蘭
商
品
は
、
斷
は
る
ま
で
.も
な
ぐ
そ
の
す
ベ
て
が
嘉
乃
至
貴
族
豚
の
浪
費
物
で
あ
る
が
故
に
國
王 

' 
.©-
;

感

謝だ
冬
:̂

ど
：^:
-
お
乾
*
；̂̂
ま
乾
卿
®
商
2

間
比
ハ)

1

較 

た
。
然
し
こ
め
獨
逸
商
人——

恐
ら
く
葡
萄
酒
の
產
地
た
る
■

ラ
ィ
ン
、
ゥ
エ
.

ス
ト
フ
ァ
ー
ド
ン
.

の
西
獨
逸
商
人
は〔

他
方
に
お
い
て
諾
威 

.

.

，輸
出
品
と
の
關
聯
か
ら
、
諸
威
大
地
、主
曆_

そ̂
の
中
に
は
國
王
も
亦
含
ま
れ
る
-

-

-

-

-に
と
つ
て
、
寧
ろ
歡
迎
.

す
べ
き
渡
來
者
で
あ
つ
*

.
り
、*
後
教
は
自
家
消
藍
f

越
え
た
餘
剩
を
屈
、な
が
らH

し
で
.

賣
却
す
る
機
會
を
得
た
か
ら
で
.

1

。
從
つ

K

謙
威
の
西
獨
逸
質
易
が
第 

十
！ー1
牝
紀
前
に
茁
耍
で
.

だ
く
な
つ
た
こ
と
を
前
述
し
た
が
、
そ
れ
は
西
獨
逸
商
人
が
渡
來
す
る
が
故
に
敢
え
て
西
獨
逸
へ
赴
む
く
耍
は
な

. 

. 

. 

- . -

. 

-

-

*.
.. 

r

 

. 

.

 

. 

/

 

'

.

 

f 

. 

-

 

-

-

 

'

 

■

く
な
つ
仁
と
い
ふ
窓
味
に
解
さ
'

ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

，

_ 

.

.
/訪
威
の
大
土
地
所
有
教S

、
跟
に
そ
の
餘
剩
淹
物
を
獨
逸
商
人
却
す
る
と
い
ふ
關
係
を
有
し
；̂
ば
か
•り
で
な
：̂
つ

^
-
。

彼

驾

は

屢

瞬
：蒙

#:
'

舞

：
_

 裏

；雪

藤
 

_

藤

同

命

馨
■

'

i

:

l:
M

« x

讀
ー

.
が
諸
威
に
盛
で
あ
つ
.

た
こ
と
女
示
す
も
の
.

と
し
て
、
‘

第
十
三
佌
紀
の
諾
威
法
雜
書「

I

の
鑑」

の
.

一
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.
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右
の
倉
庫
は
彼
等
に
賃
貸
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前
怖
に
述
べ
た
や
ぅ
祀
第
十
三
世
紀
後
半
に
諾
威
の
遠
隔
地
贸
易
が
萎
縮
し
、
貿
易
‘

航
海
は
自
阈
の
消
岸
贸
站
を
主
と
す
る
や
へ
.；に
な 

っ
た
時
に
、
大
*

商
口|

の
輸
出
人
を
行
な
ふ
外
阈
商
人
の
諸
威
進
出
が
あ
っ
た
.0
そ
の
中
に
獨
逸
入
ン
ザ
商
人
も
ゐ
仁
。
然
し
彼
.等
外
國 

■

為
人
が
！I

威
の
對
外
貿
易
を
壟
斷
す
る
や
ぅ
に
な
つ
て
も
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
謙
威
献
人
•

船
主
が
墮
倒
さ
れ
た
の
で
は
な
如
っ
た
。
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は
そ
め
頃
旣
に
對
外
貿
易
に
携
は
っ
て
ゐ
な
が
っ
た
か
.

ら
で
あ
る
.0
の
み
な
ら
ず
後
#

の
營
.

な

む

國

內

沿

岸

質

易

，も

、

'

外
國
商
人
の
進
出
.
.

に
ょ
つ
て
實
質
上
樹
朱
を
蒙
か
吝
こ
と
は
な
か
つ
た
の
で
あ
芯
。
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細
然
し
な
が
ら
尙
偶
題
は
殘
つ
て
ゐ
名
。
ブ
ッ
ゲ
氏
に
ょ
れ
ぱ
、
乂

，1

コ
ジ
.

ニ

ー
コ
シ
ソV

王

(
一

二
マ
七
丄
ニ
六
三
:$

治
1

最
盛
期 

，
に
連
し
た
，諸
威
對
外
質
易
は
、
そ
.

の
後
徐
々
に
衰
返
し
て
遂
に
一
三
ニ
〇
年
既
そ
の
重
要
性
を
全
く
、^;'
失
し
た
の
で
あ
名
が
>,
こ
の
最
盛 

:

期
を
：享
受
し
た
諸
威
商
人
が
ど
ぅ
し
て
沒
落
し
.

て
行
っ
た
办
で
あ
名
か
。
そ
•

の
理
由
の
究
明
が
殘
っ
て
ゐ
る
。
そ
の

T

因
と
し
て
貿
易
品 

.

抛
逸
ハ
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成縛濟
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落
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，變

5

,1
藉
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,
か
ら
I

品
貿
易
へ
の
移
行
と
•い
ふ
時
代
的
_
換
は
ノ
旣
S

節
S

ぃ
て
議
し
た
っ
ヴ
ィ
キ
ン
グ 

の
後
裔
も
亦
時
代
の
潮
璐
；

bl

は
杭
し
得
な
か
っ
た
の
，で
あ
る
。
'然
し
さ
ぅ
い
っ
た
外
部
か
ら
加
文
ら
れ
る
駆
力
の
外
に
、
彼
等
が
第
十
三

，

懸
_

輩

fc

き

證

懒

麗

窘

：：尨

,

_

次

：證
_

_

^

逸
ハ
ン
ザ
商
人
の
競
唯
が
諾
威
商
ん
階
級
を
_
倒
し
後
#

の
對
外
市
場
を
鶬
斷
し
た
か
ら
と
い
ふ
も
の_

1

が
®
を
得
て
ゐ
な
い
こ
と
前

人
乃
：中
；獨
逸
ハ
ン
ザ
商
人
の
進
出
趴
ル
に
求
め
.ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
，れ
は
何
セ
あ
っ
た
の
か
0.
こ
れ
に
っ
い
て
，以
下
に
考
察
を
加
え
た

い
-
。
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歸
威
の
市
处
_
獨
立
商
人
の
祺
情
を
顧
み
る
に
當
っ
て
先
づ
問
題
と
だ
名
の
は
、
魄
等
の
生
活
の
极
據
た
芯
中
佌
諸
威
都
市
の
狀
態
で 

あ
る
。
中
货
歐
羅
巴
諸
國
の
都
市
に
比
し
て
諸
威
の
そ
れ
の
特
徵
と
な
务
も
の
は
、
、そ
の
數
の
極
め
て
僅
か
で
あ
っ
た
&
と
を
除
け
ぱ
、.

. 

* 

へ
 
0
A ソ

• 

* 

V 

• 

{

.

.

」

«-
'
^;
が
#"
權
^'
«

#

切̂
法
猶
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^
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^
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»
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ボ
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、
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从
餘
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i f
蒙

■
怒

で
あ
つ
’た
か
ら
で
そ
の
い
づ
れ
も
商
業
交
易
の
發
達
に
基
づ
き
國
王
か
ら
旣
存
の
市
場
聚
落
に
法
的
獨
立
が
賦
與
さ
れ
、
•以
て
市

、
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へ

域
.と
A

治
權
と
獨2

：

の
栽
判
權
と
を
其
ん
る
都
市
と
な
っ
お
。
謂
は
'̂

都
市
に
生
長
し
た
の
で
龙
各
。
し
か
も
こ
れ
祀
ょ
っ
て
他
國
に
見

無

板
_

:

_

震

_

«

_

砍
:»

贫
は
進
^:
_

择
0

_

。1

^

諸
威
慰
.
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書

ぞ
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用^
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妒
興
於
特
殊
の
擊
的
项
■

洗
擁
ォ
驗
が
.

外
形
か
ら
し
て
•も
都
市
と
農
衬
と
の
區
別
は
殆
ん
ど
立(

て
難
如
っ
た
。
周
圍
に
防
壁
を
繞
ち
す
2:
'
;と
も
.な
く
、
す
、ベ
て
の
都
市
が
山
河
峽 

へ
«
歌
©.
自
修
的
保
_

を
棘
で
座
^

$

ゼ
し
^

^ :
^

夕

矛
:^
^5
彳

替

で

%

權
難
し
、
王
宵
も
亦
と
れ
に
倣
っ
た
が
、
都
市
地
區
に
は
何
等
僻
壁
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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諸
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は
一
人
.

の
都
市
領
生
を
載
い
た
。
諾
威
國
王
で
あ
る
。
各
都
市
ば
國
.

王
办
代
官
，に
ょ
っ
て
監
督
さ
れ
た
.°

第
十
三
世
紀
に
市
會
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制
度
が
設
け
ら
れ
、る
や
ぅ
^

な
っ
た
時
に
お
い
て
も
、
亦
次
の
世
紀
に
至
っ
て
も
い
•市
妈
化
ょ
る
完
全
な
自
治
は
な
か
.っ
た
。
例
へ
ば
一 

ニ
九
五
年
エ
リ
ク
•
マ
グ
ヌ
ソ
ン
、五
は
、-:
都
市
の
商
人
及
び
手
エ
業
暂
の
顧
合
結
^-
'5
:
禁
汜
し
て
ゐ
名
。-
こ
め
强
制
的
措
置
は
彼
等
の
勢 

力
の
I
n火
を
萠
衆
の
ぅ
ち
に
摘
み
と
る
と
い
ふ
內
政
的
理
曲
に
出
づ
る
も
の
で
•あ
づ
た
が
、
し
か
も
こ
の
禁
令
が
外
國
商
人
乃
至
手
工
業
'

.矜
の
.

進
出
に
對
す
る
抵
抗
力
を
艰
め
.

た
こ
-/
:

は
疑
ル
な
く
、
こ
の
遞
八
^
に
辦
し
て
諸
威
商
人
や
乎
エ
業
者
が
抗
議
を
提
起
す
名
こ
と
も
な 

い
の
で
あ
っ
‘

た
。
更
fc

都
市
内
の
商
取
引
や
關
税
徵
收
に
國
王
の
財
務
宵
が
關
與
し
化
こ
と
は
、
都
市
が
國
王
.

の
財
'源
と
し
て
設
直
さ
れ 

化
も
の
で
あ
っ
た
以
上
當
然
で
か
ふ
。
市
民
は
自
市
の
市
場
を
支
配
す
^

こ
と
す
ら
難
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
ぐ
.

の
如
く
獨
.

立

的

權

.利

が 

赋
與
さ
れ
て
も
そ
れ
が
名
目
の
も
の
に
過
ぎ
ぬ
諾
腐
都
市
が
、
自
由
な
發
達
の
途
を
步
み
•

行
く
箸
は
な
か
っ
た
。
石
れ
は
都
市
を
本
據
と 

/

:

ン/
"
^;

名
氣
人
©

:

行
程
に
本
；^

史
象
兑
.

_

_

_

;

機
#

お
#

佑
«

资
,

_

を
粜
ね
る
こ
と
は
出
來
た
。
然
じ
市
民
險
殺
と
し
て
、
獨
丸
的
商
人
階
級
と
し
て
：>
.

.

確
词
た
る
地
步
を
擁
す
名
、こ
と
は
出
來
な
か
つ
.

た
。

一
 

_

 

露

_

靈

_

駕
^

^

:■
■;
•

, 

'

し
も
も
®

々
の
^

«

.

#8:
す
ら
'

實
は
茧
難
で
1

っ
^
。
そ
れ
.

は
彼
等
の
‘

生
業
遂
行
に
は
國
内
に
.强
大
な
競
爭
者
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ 

各
。
卽
ち
中
11
|

:
5:
'

通
じ
.

て
國
芏
、
.-
貴
族
'
 

敎
會
、
そ
し
て
，爾
餘
の
•

大
土
地
所
有
者
は
、•
夫
べ
自
己
の
船
艇
を
澌
有
し
商
ら
對
外
貿
易
を
營 

、
な
ん
だ
か
ら
で
あ
名
.°

旣
述
の
第
七
.

三
世
紀
、前
半
に
英
繭
に
赴
む
き
小
麥
.

ぞ
の
他
の
穀
物
を
需
’

め
た
諾
減
船
は
1

多
く
は
諾
威
國
王
や
卜 

ロ 

二
 

K

A

大
裙
敎
や
ホ
.ヴ
X

デ
，ィ
修
道
院
等
，々
■の
所
有
.

す
名
船
舶
で
あ
っ
て
1

彼
，等
の
計
箅
^

お
い
-̂
\

交
惠
.す
る
%

の
で
あ
.

っ
た
。
そ
れ 

.

.

等
の
代
理
人
と
し
.

て
諾
威
商
人
は
英
蘭
に
赴
む
い
た
。
ま
た
ハ
ン
ザ
諸
都
市
に
す
ら
貿
易
航
海
を
し
た
9

ブ
ッ

ゲ
：氏
は
そ
の
.
.例
と
し
て
、

,

•

猶
逸
ク
ン
ザ
赀
焱
乏
諮
成
鎚
髁
の
衰
退
.
,
. 

• 

, 

ニ

.： a

五
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ン

ガ

、
丨
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敎
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翁

士

 

H

ル
J

7
ン
ド
ソ
；
ン
の
‘般

が
•
シ

テ

，
テ

ィ

ン

，か

: ^

商
品
を
輸
出
し
た
で
と
^

傳
ぇ
て
1

^
^
そ 

れ
故
諸
诚
.の
.對
、外
1 <

為
の
，盛
期
>

务
い
て
满
1 1

レ
太
諸
* '

商
人
ン
船
中
•
は
、
必
ら
ず
七〜

微
'立
商
人
で
あ
り
獨
、立
船
主
で
^

つ
た
の
で
*±

.
な

か

つ

た

。
，し

か

も

令

我

理

常

に

任

じ

た

有

力

^

~

^

f

、
敎

會

等

一^

は
、
本
來
|

ば
諸
威
商
入
の
最
大
.
の
願
客
ヒ〕

;

m
費
#

が
自
ら
貿
晶
を
發
な
心
の
み
な
ら
ず
紙
^

强
4
<
.な
競
# -

者
と
じ
て
立
t>
'

現
は
^

た
、の
で
あ
.
. 

ら
た
か
气
そ
れ
だ
け
諸
蠢
立
掏
人
の
致
甯
の
櫞
會
は
減
者
ゎ
け
で
お
つ
た
。
諸
威
商
人
が
確
爵
る
地
步
を
占
め
得
な
か
つ
ヒ
ニ 

时
は
こ
こ
に
#

し
た
；の
で
あ
る
。 

■ 

- > 

.

u
s

商
人
'の
競
#'
^
と
な
へ
つ
次
の
は
、
然
1

な
が
ら
农
の
'

國
内
布
力
#
だ

げ

で

は

ぎ

つ
た
。
旣
述
の
諾
威
fe
お
け
名
都
市
と
農
村
と 

の

對

立

缺

，
如

と

い

ふ

.
こ

と

■か
らも

；！ M

ち
に
類
推
し
得
.

る
や
ぅ
に
、
商
業
質
易
を
營
な
仏
權
能
は
‘市

民
特
有
の
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
l

£
cf 

も
農
我
で
芝
れ
を
國
內
に
お
い
て
、
ま
た
外
地
S

む
い
て
、
行
な
ひ
得

た

。

こ

の

.黙

は

全

く

自

由

で

あ
つ
た
い
し
か
'

と̂
の
讓

は 

農
S

お
け
专
I

I

働
力
す
ら
缺
か
し
が
H

示
，し
た
の
で
、

一
こ
‘六
〇
定

は

夏

季

に

商

養

易
そ
營
な
む
に
は
最
俄
三
マ
ル
•
 

ク
の
资
產
を
有
.

す

る

こ

と

を

資

濟
. #
:
'#
と

定

め

る

に

至

つ

て

ゐ

.1
る
。
斷
は
名
ま
で
も
な
く
こ
の
發
令
は
、
彼
等
の
農
耕
勞
働
を
必
耍
と
す 

ス£

i

-A
+

m

w

i

f

#

同
時
に
前
述
め
如
く
贸
鈷
企
業
家
で
も
あ
つ
た
—

の
利
寄
に
發
す
冬
も
、の
で
あ
る
。
こ
の
制
令
は
そ
の 

後
繰
り
返
し
發
せ
ら
れ
て
を
り
、
ま
た
そ
限
度
.

；^

十

；
一
マ
‘
ル

ク

に

引

h
;げ

ら

れ

ゐ

き

ぉ
か
ら
氧
れg

、

r
-れ
が
容
易
遙
守
さ
れ 

得
な
か
つ
た
ミ
、
そ
し
て
農§

の
商
業
貿
名
少
.

な
く
と
も
當
時
の
農
贫
に
と
？

利
益
あ
f

の
で
あ
つ
た
こ
と
を
、
推
定
せ
し
め 

る
。
そ
の
個
々
の
取
引
觉
は
、
前
記
の
阈
內
有
ヵ
翥
の
雪
む
そ
れ
に
比
し
て
少
額
で
あ
泛
。
然
.

し
彼
等
の
沾
動
が
'
 

都
市
の
，商
、

. 

に
と
つ
て
有
利
な
も
の
、で
な
か
つ
た
；

j

と
は
疑
ひ
を
粹
作
な
い

o

旣

，述

の

如

く

沿

岸

-»
&

に
重
激̂

遛
い
た
彼
等
に
と
つ
て
、
同
じ
く
沿 

肩
質
f

f

す
名
小
資
本
の
農
成
の
商
業
航
海
.

は
、
そS

企
業
的
農
段
の
數
が
多
い
だ
け
に
却
？

傾
は
し
い
存
■

あ
つ
た
。
こ
こ

に
も
諾
威
の
市
妈
的
獨
立
商
人
の
發
展
を
阻
む
.も
の
.
が
あ
っ
.た
の
で
あ
る
6 
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'
要
す
る
に
、
自
由
都
市
と
い
ふ
地
盤
を
持
た
ず
、
利
已
的
な
上
歷
隊
級
>
農
民
，と
の
競
帶
の
間
に
拥
ま
れ
て
ゐ
た
の
が
、
中
世
諸
威
商

人
で
あ
っ
た
。
被

等

は

時

流

と

い

ふ

外

、ヵ

か

ら

だ

か

で

，
は

'
な

く

、國
杓
の
政
治
的
社
# *

的
關
係
杧

ょ

っ

て

も

亦

そ

の

伸

張

’を

阻

た

さ

れ

て

• 

.. 
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ゐ
た
の
で
あ
る
。
外
觀
か
ら
す
れ
ば
彼
等
の
質
展
航
海
活
勦
の
萎
縮
で
あ
り
沒
落
で
あ
.る
狀
.、.
こ
れ
を
招
來
し
た
の
は
右
の
如
き
理
由
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ょ
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の
で
0

つ
た
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威
の
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^

貿
易
乃
至
海
澉
に
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少
な
く
と
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諸
威
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立
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入
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る
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.

す
る
と
こ
，ろ
•
な
く
、
ま
た
彼
等
を
沒
满
ぜ
し
办
た
も
の
で
も
な
か
つ
.
'た
こ
と
を
以
上
に
述
べ
た
-

©

で
あ
る
が
、
で
は
m

農
業
に
對
し
て 

は
ど
の
や
ぅ
な
關
係
を
持
，っ
た

か
。
一
.
般
的
昆
解
に
お
げ
る
如
ぐ
M

w -

農
^

を
衰
退
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
か
。
と
れ
に
つ
い
-X
-

の
考
察 

が
本
稿
に
お
け
る
第
二
-
の
-
課
題
で
，あ
る
？ 

- 

V
 

ハ

.

' 

第
十
.三
世
紀
に
室
.
芯
ま
で
の
諾
威
農
業
の
發
展
を
傳
べ
名
11
1

:

要
资
料
は
、.
.古
き
地
，方
法
律
書
で
あ
っ
て
、

現
，存
す
名
も
の
は
西
部
地
方

、
 

し

-
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' 

*
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V

,

 

\
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-

纪
お
け
‘る
グー

ラ
！2
#

级
报
铧
，

(
笫
十
ニ
-|
|
«
:紀後
屮
に
編
缺
0

と
北
部
及
び
千
ム
ト
ラ
ン
ト
地
方
に
つ

-い

て

の

ン

.：！

ス

タ

尻

件

法#:
#

(

第

+

H

世
紀
前
屮
に
編
秘〕

と
で
あ
り
、
沿
に
朿
部
地
方
の
祺
愦
は
マ
グ
ヌ
ス
:*

ラ
ガ
べ
ー
テ
ル
茁
の
發
-し
た
土
地
法〔

1

ニ
七
四
ハ
や

〕

に
ょ
つ
て

. 

で
 

ノ
 

： 

• 

、
 

. 

:

-

こ
れ
を
窺
ふ
と
と
が
出
來
る
。
然
し
こ
れ
等
.

に
據
.

つ
て
の
說
述
は
ビ
.

ご
で
は
必
要
で
な
い
。
‘中
世
諸
威
で
は
大
土
地
所
有
は
あ
つ
た
が
ダ

i
;
:

:*
:̂,

^

,^*

成
き
ゎ
塊̂

:
(

越
一
:

_

帮
間
办
鍾
期
|

1

兌
怒
辦
1
;

餐
齡
め
：第

播

«

瀨

疆

地
貨
«

借
料
は
現
物

(

穀
物
、
穀
粉
、，
、パ，
タ
ー
、
革
、
毛
皮
、
魚
、
獸
脂
、
鹽
、
タ
ー
ル"

极
等

)

で
支
拂
は
れ
、
'そ
の
額
は
慣
行
に
ょ 

づ
て
鞭
定
さ
れV

,

ゐ
た
こ
と
、
佴
し
地
價
の
上
騰
に
伴
な
ひ
定
額
賃
貸
借
料
の
外
に
？
賃
借
者
は
海
年
又
は
三
年
每
に
鈑
日
間
土
地
所
有
. 

者
及
び
隨
伴
#

を
衍
泊
せ
し
め
,̂(

s
k
%
I
d
v
e
i
z
l
a
)

と
い
ふ
形
で
追
加
支
佛
を
要
求
さ
れ
た
.
.

こ
と
を
、
指
示
し
て
置
く
.̂

と
ど
め
る
。
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後
に
掲
げ
た
粘
泊
義
務
は
，濫
州
の
弊
傘
：を
伴
な
っ
た
の
で
、
前
記
の
土
地
法
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
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ま
た
そ
の
後
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世
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三
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九
®

以
降
屢
々
同

r

趣
管
の
.

禁
令
が
出
て
ゐ
名
抵
、.
そ
の
實
效
は
な
か
っ
た
.ノ
從
っ
て
諾
威
農
民
に
と
っ
て
は
土
地
賃
料 

は
不
變
で
も
そ
の
負
擀
は
加
增
し
て
忭
つ
夂
の
で
あ
る
。
• 
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■

開
類
'

に
よ
つ
て
耕
地
は
漸
增
し
た
。
然
し
農
軿
技
‘

術
は
殆
ん
ど
進
步
の
跡
を
示
し
て
ノ
ゐ
な
ぃ
。

一

部
に
は
四
，圃
式
農
法
も
行
な
は
れ
仁

が
、.

一
般
に
は
單
圃
連
作
經
營
で
あ
っ
た
。
束
部
の
平
地
地
帶
で
は
牛
耕
次
い
で
馬
，耕
べ
移
行
し
た
。
然
し
四
部

•
北
部
尨
帶
で
は
依
然 
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.
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冤
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觀
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繼

•

つ
い
て」

と
題
し
て
收
め
ら
れ
て
ゐ
名
こ
と
は
、

法
律
書
が
上
述
の
如
く
ト
ロ 

一一
 

H

ム.
地
方
を
適
用
趟
圍
と
す
る
こ
.

と
と
思
ひ
併
せ
て
.

へ；

(
(

■

響

齡

_

_

農
_

麗

_

■

業
_

爾
_

霧

の

慶

商
に
お
い
て
農
耕
勞
勁
の
强
制
で
あ
っ
た
。
然
し
土
地
货
貨
借
期
問
は
三
ヶ
年
と
法
定
さ
れ
て
ゐ
名
。
勿
論
そ
れ
は
三
ヶ
年
每
に
必
ら
ず

.
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食
貸
借
种
を
變
ぇ
る
と
い
ふ
こ
と
で
ば
な
か
っ
た
が
，、
短
期
間
の
賃
借
地
で
は
.

收
利
的
營
農
は
望
.

み
難
か
っ
、た
.
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こ
こ
に
中
肿
諾
威
農
村

あ
一 K

 

麵

に
離
村
す
名
ぐ
と
は
、
彼
等
を
貸
借
#

と
，す
Z
大
土
.地
所
有
敦
の
利
益
に
背
反
，す
る
o

こ
、の
故
に
勞
働
强
制
令
が
發
せ
ら
れ
た
の
で
，あ
つ
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、
こ
の
や
，
な
農
業
辦
情
に
あ
る
諾
威
に
、
'獨
逸
ハ
ン
ザ
商
人
は
諾
威
に

と
つ
て
と̂

す
，れ

ぱ

不

足

す

名

廢

物

を

連

年

舶

載

し

た

。
-
そ

の 

穀
物
輸
入
が
諾
威
農
業
を
ー
變
せ
し
•み
た
と
解
す

1る
ビ
と
は
昝
易
で
あ
る
0
然
し
そ
れ
は
諾
威
ノ
農
裳
の
®
點
の
移
行
、
大
.麥
栽
培
が
燕
麥 

栽
培
に
變
り
诳
に
農
耕
ょ
り
も
咨
谪
.
漁
辨
が
諾
威
經
濟
上
.に
大
豸
な
意
義
を
有
す
名
や
ぅ
に
な
っ
た
と
は
心
ひ
得
名
が
、、
こ
れ
を
以
て 

f
i

威
農
業
の
衰
退
と
は
い
ひ
齣
い
。
の
み
な
ら
ず
獨
逸
ハ
ン
ザ
商
人
が
諾
，威
に
確
固
れ
る
地
步
を
占
め
る
や
ぅ
に
な
つ
た
時
と
前
後
し
て
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_威
は
全
歐
羅
巴
的
現
象
に
讀
き
.述
ま
れ
て
了
つ
て
^

今
そ
れ
は
第
十
四
世
紀
中
葉
に
お
け
る
黑
死
病
の
流
行
と
そ
の
影
_
と
で
あ
る
。
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歐
雜
巴
大
睦
辩
國
に
お
け
る
と
同
じ
く
、
雜
威
に
お
い
て
も
こ
の
疫
病
の
蔓
延
に
，ょ
る
人
口
の
喪
失
は
ニ
■

分
の
•一
 

か
ら
三
分
の
一
，の
哺

、
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で
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つ
た
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ョ
ン
ゼ
V
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授
に
據
つ
•て
‘一
三
〇
〇
华
哨
の
謙
威
の
全
人
11
を
卧
〇
萬
と
す
れ
ば
、
，。へ
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K

ト

後

の

金

人

口

は

.
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じ
た
，わ
け
•で
あ
名
。
生
命
を
奪
は
れ
た
者
が
人
ロ
の
ど
の
層
‘̂-
多
か
つ
た
か
。
歐
羅
巴
'大
陸
に
お
け
芯
如
く
下
曆
人
ロ
に
最
も
多
く
の
死 

.

亡
者
を
出
し
た
か
咨
か
は
不
詳
で
あ
多
。
と
も
か
.く
と
-の
人
"
の
半
減
は
、
皰
墾
耕
她
の
放
莱
、
農
地
價
格
の
低
落
、_
土
地
賃
終
め
引
下
，
 

，
げ

を

生

じ

た

。

、
一

:
1ニ
/^
0
-
;

—
-
j

四
〇
〇
年
の
簡
b
地
憤
は
、
東
部
オ
ス
_ロ
1
塁
に
お
い
て
。へ
ス
ト
前
の
平
均
價
格Q

五
ニ
汔
低
落 

し
.
..

W
部
地
方
で
は
§
,

%
、
此
部
^
は
三
〇
％
、
處
に
よ
つ
て
は
ニ
五
汔
す
ら
低
落
七
た
。
卽
ち
と
れ
に
木
つ
で
べ
.K

ト
の
被
窖
は 

,北
部
に
最
飞
--
»
し
'ぐ
、
,西
部
こ
れ
kl
次
^

^

部
が
最
も
輕
か
つ
夂
こ
と
に
I

が
、
然
し
東
部
，地
方
に
お
い
て
螽
價
は
半
織
し
た
の 

.

で
あ
る
。

土
地
賃
料
は
現
物Q
場
合
從
前
の 
一
一
ニ
％

を

、

'
貨
常
で
.
拂̂
；̂
れ
て
ゐ
名
地
方
で
は
三
四
名
^

^
下
げ
ら
れ(

0̂
5

、

.

,

か
か
各
變
勤
％
土
地
所
省
者
杧
及
.

ぼ
し
た
影
響
の
程
度
は
、
壬
室
、貴
族
、敎
會
、
農

民

(

激

ホー

フを
！
！

營

す

る

富

農

、
一
ホ

1

>
を
耕
作
す
る
ノ 

中
農)

の
各
々
左
い
て
興
な
つ
た
が
、
總
じ
て
彼
等
が
被
雾
で
あ
り
、
他

方

お

い
て

、
借
地
農
が
逆
に
有
利
な
條
件
下
て
置
か
れ
た 

.

こ
と
。は̂

め
な̂

,

*

業
;^

纖
功
相
狱
乏
^-
::
»

顧
.

は
.土
:#

オ
，^

傾
向
^

見
5

 

歐
羅
巴
.

諸
國
fc

#
け
冬
と
同
じ
く
、

，
'

諸
.

士
：

_

;«
_

_

|

^
';
^

:«
-#
|

^

^

_

濟
:^
. ^

ぶ
_

:

:

|

-̂:
»

#

機
げ
—

«

#

^

.-
*

^

農
業
|
;
義

事
に
必
f

す
る
最
低
'
産̂
額
の
引
上
げ
、.
'借
人
資
金
t
よ
I

船
建
造
禁
JK
等
々
で
^

^
。
然
、し

こ

れ

等

め

命

令

美

な

る

效

果

集
■ 

け
る
に
は
：f

な
か
■つ
た
。
從
つ
て
農
耕
が
霧
さ
れ
る
場
合
"
大
麥
よ
り
は
必
.要
勞
働
量
の
少
な
い
燕
麥
が
栽
培
.さ
れ
て
こ
れ
が
諸
威
、

,

農
業
め
_

貌
_

と
な
つ
た
.

0

賃
貸
借
期
簡
冬
べ

K

ト
前
の
.

如
ぐ
短
期
で
は
な
く
'

長
期
乃
至
永
代
の
そ
，れ
が
.p

般

と

な

乾

。
ま
.
.こ
旣
'
 

i

胤
於
放
楽
.

さ
れ
た
踢
合
へ
#

に
の̂

過
.

と
.

共
.

忆
そ
れ
は
林
地
£

化
し
た
0

.

或

は

牧

地

杞

變

じ

で

，、

.

牧
踅
主
力
が
法
が
れ
る
機
緣
.を
提 

供
し
た
。
第
十
四
佌
紀
後
半
に
現
物
貨
料
が
穀
物
で
支
狒
は
れ
る
こ
と
少
だ
く
营
ヽ
.朿
部
•
西
部
，で
は
、パ
タ
！

チ

ぶ

.
皮
革
等
、の 

.

畜
產
物
が
、
ま
た
北
帮
で
は
热
類
が
用
ゐ
ら
れ
る
と
と
.

多

ぐ

な

つ

た

と

、い

ふ

歌

^

1>
-

、
ぺ
ス
ト
の
影
響
で

<

あ
つ
た
0

.

.

へ
：へ
ス
ト5

5

威
農
業Q

變
貌
.
は

こ

の

を

多

く

を

數

が

、
そ

れ

は

费

.
H

以

證

し

た

き

集

け

t

見
て
も
、

と
の
疫
病
の
襲
來
亦
狹
義
の
農
業
の
危
機
を
齋
ら
し
た
こ
-
と
は
否
み
得
な
い
。

そ
れ
は
旣
述
の
一
般
的
，見
解
に
よ
る
獨
逸
ハ

ン

ザ

貿

易

の

■-
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農

業

の

.
危

機
-
-
-
沒
落
は
餓
威
.#

有
の
現
象
で
は
な
く
、
，全
歐
羅
巴
.的
現
象
の
一
環
で
あ
っ
た
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い0

そ
し
て
獨
逸
ハ

,

ン
ザ
，質
^

は
、
寧
ろ
こ
-
.の
危
機
か
ら
諸
威
を
救
出
す
る
と
ヒ
ろ
，あ
っ
^-

と
す
ら
い
_ひ
得
る
如
く
.
で
あ
名
0

盖

し

ハ

，ン
ザ
商
人
が
諸
威
か
ら 

輸
出
ナ
ン
赢
耍
物
許
は
、
.
'諾
威
の
農
民•

漁
尻
の
-
産
す
名
^

類
、
バ
-
タ
ー
、
皮

革,̂
で
あ
っ
て
，、.

こ
れ
を
'!
/

ュ
ベ
ッ
ク
沛
經
由
.で
歐
羅
巴 

各
地
に
轉
鹫
-L

允
か
'̂

で
あ
る
か
謂
は
V

そ
れ
等
生
産
物
の
販
，路
を
確
保
し
た
か
ら
で
あ
る
。

i
 

•ハ
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,

こ
れ
を
バ
汐—

に
っ
い
，て
い
へ
ば
、
諸
威
史
家
日
I

 

C
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ン
-

シ
ュ1

フ
ィ
ナ
！
氏
の
最
近
の
硏
究
に
よ
名
，と
、

一
四
〇
，〇
年
頃
藉
威
東
部 

及
！6
M

部
に
お
け
多
バ
タ
ー
CD
.
ff
i

格
は
、
穀
物
そ
の
他
の
農
產
.

に
此
し
て
五
O

I

六
〇
ズ
增
加
じ
た
と̂

S
、

ふ
.

。
更
に
ブ
ル
ン
’ス
敎
授
に 

よ
れ
ば
、
リ
ュ
ベ
ッ
ク
忙
お
け
る
諸
威

(

ベ
ル
ゲ
ン
積
出

)

パ
ク
ー
傻
格
は
一
ト
ン
に
つ
き
一
四
〇
〇
年
に
三
リ
ュ
べ
ッ
ク
.

•

マ
ル
タ
、

.

一
四
五
七
年
に
は
九
マ
ル
ク
、
卽
ち
！
一
〇
〇
※

の
上
騰
で
あ
っ
た
。
素
よ
び
こ
の
臌
贲
が
直
ち
に
諾
威
の
生
產
莕
を
澗
ほ
.し
た
と
い
ふ
こ 

と
は
出
來
&

W

。
ま
た
べ
ス
ト
後
の
歐
羅
巴
に
お
い
て
、
ニ
般
に
食
肉
そ
の
他
畓
遼
ロ1

の
價
格
は
’
穀
物
價
袼
に
此
し
て
低
落
す
'る
こ
と
少 

&

か
.

っ
た
と
い
は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
諸
威
バ
タ
ー
.
の
價
格
騰
貴
は
諾
威
囀
有
の
現
像
と
は
做
し
得
な
.い
,-
0

そ
れ
は
I

羅

.
巴

金

體

の

現
 

象
で
あ
っ
た
。
然
し一

四
西
七
年
の
コ
パ
ン
バ
1

'

ゲ
シ
協
定
に
お
い
て
獨
逸
ハ
ン
ザ
が
丁
抹

"

諾
威
當
局
と
約
し
た
藥
項
CD
'

中
に
、

ハ
ン

へ

*
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嗓
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着
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て
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滅
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す
參
き
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〃1

振

廉
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貨
づ
捧
^

藤
::
<

^

寶
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'
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-

9

^

ち

高
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ぞ

 

n

y

I ;
言

ず

ル.

: ^

濯

の

如

進.

1

餘

寒

、
1 :

漏

_

最

€

脈

震

條

蹇_

,

蓄

疆

振
^
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